






























































































































































































































































































































































































Theodor Lessing: Ich war ei抑 Flaschentostins Eismeer der Geschichte-
Essays und Feuilletons (1923寸933)，Herausgegeben und eingeleitet von Rainer 
Marwedel. Darmstadt 1986. 
128 明治大学教養論集通巻516号 (2016・3)
初出
Leben auf dem Schiff: Prager Tagblatt v. 11. 7. 1931. 
Das Leben von der Schauseite: Prager Tagblatt v. 16. 6. 1929. 
Hindenburg: Prager Tagblatt v. 25. 4. 1925. 
{訳注》








































訳注14)パウル・フォン・ハイゼ (Paulvon Heyse， 1830.3.15-1914.4.2)の言葉。
ハイゼはドイツの作家。 1910年にノーベル文学賞受受賞した。
訳注15)アンドレアス・ラッコ (AndreasLatzko， 1876.9. 1-1943. 9. 11)一一オー
ストリアの平和主義的作家。 1917年に出版された「戦争のなかの人間たち』
(Menschen im Krieg)は大成功を収め， 19か国語に翻訳された。















訳注20)クロートヴィッヒ・ホーへンローエ (ChlodwigHohenlohe， 1819. 3. 31-









訳注22)ノ守ウル・フォン・ヒンデンブルク (Paulvon Hindenburg， 1847. 10. 2-

































訳注30)ヴィルへルム・ヨルダン (WilhelmJordan， 1819. 2. 8-1904. 6. 25) ド
テオドール・レッシングの三つのエッセイ 131 
イツの詩人，政治家。教師，新聞記者などを経てフランクフルト国民議会の
議員となる。代表作はニーベルンゲン伝説に基づく叙事詩『ニーベルンゲ」。
レッシングと青年時代の親友ルートヴィッヒ・クラーゲスは， ともにヨルダ
ンの詩に深い感銘を受け，彼を高く評価している。クラーゲスはエッセイ
「ヴィルへルム・ヨルダンJ(論文集『人間と大地』所収)を書いている。
訳注31)ニーベルンゲンの歌 (Niebelungenlied)一一中高ドイツ語で書かれたドイ
ツの民族的叙事詩。ブルグント族の宮廷に仕える能殺しのジークフリートが
いかにして殺害され，妻のクリームヒルトがどのように復讐を遂げるかが歌
われている。
訳注32)忠実なエッカルト (getreueEckart)一一英雄伝説や民間伝承lこ由来する
「いつも手助けしてくれる忠実な友」。
訳注33)これはドイツ最後の皇帝ヴィルヘルム 2世のことを指していると思われる。
訳注34)将来のネロ一一これがヒトラーを暗示していることは明らかだろう。レッ
シンクやは亡命中の滞在地マリエンパートで， 1933年B月30日，ナチの刺客
により暗殺された。奇しくもこの日は，ニュルンベルクでナチ党大会が開催
された日であった。こうしたことを踏まえてこのエッセイを読むとき，傑然
とした思いを禁じることができないだろう。
(たじま・まさゆき 法学部教授〉
